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(2榛 か ら漢武までの思想界=統 一の思想
(3膜 武以降の思想界=儒 教の完整化を目ざして
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までの個我の主張が、ようや く展開 ・拡散を終えて、次の飛躍を求めて集約し総合化 しはじ
める時期に当る。それは一学派内における相違を調整 しまた超克 しようとするもの、たとえ
ばr荘 子』外雑篇における老荘の折中、あるいは横断的に他学派 と結びつ くr呂 氏春秋』の
儒道二派の存在等にその例をみることができる。それは現象的には戦国の 「一家の学」から
「諸家兼修」への推移である。そ して当然次のような問題が起る。いかなる原理において諸




の世 これに当れり」(呂氏春秋謹聴)[当 今の時世闇きこと甚 し」(同書期賢)と 述べられると
おりであ り、こうした現状の悲惨 さへの認識は、そのまま統一への願望を形成するバネとな1





の現状の拡大がそのまま統一後の世界 を形成する、と考える。 そして恐 らくここに戦国の
思想家の限界があった。それは統一後の世界は、実に彊域の広大さか らい って も、戦国の分
裂国家とは質的にも違 った世界の出現 と受けとめるべきものであ ったか らである。r管 子』
と 『呂氏春秋』は通常 「雑家」の書と睡せ られるが、実はこうした 「雑」であるような形式
で諸家の思想を受けとめ、そこに新 しい百科全書的な立場の創設を意図 したものであること
を明 らかにした。要はこの時期、来るべき統一後の世界を予想 しつつ戦国の個別性や地方性
を乗 り超えるべきさまざまな模索が うち続 くのである。
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前221年 、諸侯国の分裂抗争の局面を収束 し 「世を変異せ し」(始皇本紀賢).めた始皇帝は、
周以来の封建体制の必然として戦国抗争 をとらえ、これに代 る新体制として郡県制を採用し
た。世の中が変 った以上これに相応 しい政治のあり方が求められねばならないか らである。
元来戦国の統一は、だれ もが願望 し、また秘かに予想 していたことではあったが、現実にこ
れを成就することは、まさに 「五帝」以上の功業、大事挙の達成であ った。事業の成功者は、
それにふさわ しい称号ももたねばな らない。かくして煙々たる上帝の地上に出現 したる者;
皇帝の称呼がえられ、始皇帝は地上の上帝 として万民 に君臨する専政体制が始まる。
ところで 「世を変異せ し」める程の、いわば社会革命的な一面 をももつこの変革は、分裂
国家から秦帝国へとスムーズに推移 していったのであろうか。ちょうどこの期を明らかにす
るものが、1975年12月 湖北省雲夢県睡虎地から出土 したいわゆる 「雲夢秦簡」であった。
それは 「秦律十八種」等の法律文書を中心 とするものであるが、当面は秦の南方の要地南郡
の警備主任喜なる人物の 「編年紀」と 「南郡守騰文書」「為吏之道」の官僚の記録 とを手がか
りに統一前夜の地方の実情を考察 した。 これから知 られることは、官僚は 「法」の支配の地
方への貫徹及び地域との融和に懸命な努力を払 うこと、従 って反対者の排除 もまた厳 しいこ
と、これらを通じて地方は比較的平穏に推移 していること等々である。恐 らく戦国から秦漢
への飛躍をともなった推移をスムーズな らしめた一因は、戦国末期における諸侯国のそれぞ
れが所有 した郡県の経験によるものであろう。個別的には 「編年記」の 「昌平君」の記述か
ら 「史記』の誤りをも正すことができた。
始皇帝 を論ずるとき重要な記事は、始皇本紀26年 の条であるが、この最後の部分にこうあ
る。 「諸廟及び章台上林は、皆清南に在 り。秦は諸侯 を破 るごとにその宮室 を写放 して これ
を威陽の北阪上に作り、南のかた溜に臨ましむ。雍門以東、浬滑に至 り、殿屋複道、周閣相
属す。得る所の諸侯の美人鐘鼓、以て これに充入す。」都の威陽を美々しく飾る土木工芸、宮




上帝に比擬す る始皇帝の存在証明その もので もあった。文化は本来政治的なのである。その
意味で、皇帝及び郡県体制をよりスムーズに運営しまた支えてい くための基礎的事業として、




確実であ った。 この システムでは民衆の政治への関与はありえない。上帝である始皇帝に過
りは存 しないか らである。従 ってこの場合の政治批判は、「聖世」への反逆で しかない。例の
「坑儒」事件の本質はこれである。 ここには民衆の政治へのコンセンサスは生れようがない。





秦の突然の瓦解をみて、秦の国家の思想的骨酪であった法家思想 をきわめて忌み嫌 う。 「刻
削にして仁恩和義な し」と。 こうした秦の刻薄 さから 「寛仁なる長者」高祖の世の中へと推
移 し、それに見合う 「簡易大度」な政策として 「法三章」や 「郡国制」の施行があった、とす
る。そ してまた秦代に圧迫された儒生の復活 もある。行動派の叔孫通 もい、r尚書』を伝えた
伏生、また婁敬や陸買という折衷派もいる。r大 学』r中 庸』「易』r春 秋』を伝える専門学者
もいたことであろう。 しか し概 してこの期の儒生は、なお未熟であった。、天下国家への十分
な政治的展望を用意することはできなか った。漢初は儒生にとってまた準備期であった。






つとに買誼 らは服色改制の 「礼」制改革を通 じて王朝の独自性 を主張 し、これが しだいに
現実化 してい った。事実なぜ巨大な秦が滅亡 し、名 もなき漢の国家に変らねばならなか った
のか。その王朝の特殊性とは何なのか。それに見合 った政治は一体 どうあるべきなのか。だ




懸絶 した高みに立つ。恐 らくその高さは天子 と天と実際は二重写 しに一体と映ずる態の もの
であったろう。支配の論理である。そして天子=聖 人でもある支配の機構か ら発せ られる諸
命令は、本来道義的で もある。道義的に設定された回路に違反するとき、天は民衆の世界を























る。 『塩鉄論』の論争はそれぞμがこの現実に根拠をもって発言 されている。だか ら激越で
もある。 しか し議論は激 しく沸騰するものの、っねに対立したままもの分れで終る。それは





r塩鉄論』の一篇に 「散不足」篇がある。篇名は 「羨不足」が正 しく、本来は管子学団の









ら始まるとされる。 しか しこの時に学官に立てられた博士はr尚 書』r春秋』r詩 』の三経で
あって、五経ではない。つまり建元5年 の有名な宣言は、今後は博士は 「五経」に限って官
に立て るのが国家の方針であることを明らかにした、という意味なのである。10年 後の公孫弘
の 「功令」の裁可 をへて制度 として も定着 し、やがて 「孝宣の世 に至り、また大小夏侯尚書、
大小戴礼、施孟梨丘易、穀梁春秋を立つ」(儒林伝)こ ととなって五経博士は出揃い、石渠閣
に五経同異 も論議され、その後文帝期に京氏易、平帝期に左氏春秋、毛 詩、逸礼、古文尚書








教養準 武器にはなぱなしく政界で活躍する。 「塩鉄論』の桓寛 もまたその一人であろう。武
帝の飼奴政策か らする財政難も宣帝期にはいちおうの恢復を示 している。この頃から地方豪
族 らも郷曲に武断する豪彊か ら、礼教の郷里社会における率先者へ と変貌 していく。
一般に儒教好みの元帝期を境にして儒教は、いよいよ隆盛に、時にダイレクトに政治に介
入するほどに成長する。 しかし実際はこの傾向は、漢家の伝統 として 「王覇の雑揉」を唱え、
これに対 して儒教偏向の元帝を 「我が家を乱るものは太子ならん」 と慨嘆した当の宣帝、及
びその時代にすでに見 られることであ った。
宣帝期の儒教は、たとえば石渠閣で学者を召集 して五経同異を論議 し、学問そのものは深
く広 く社会に滲透 していくが、一方で弊害も生 じていた。 「一経説いて百万言」 という訓話
の饒舌 もあり、「学問が禄利」の捷径とは常識化 していた。さらに面倒なことに、ようや く整
備されて もきた儒家の理念理説の現実化の要請に、具体的に対応せねばならない時世を迎え
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っっあった。 しかもその政治化は、儒教 と政治との結合が、歴史的にも最初 という事情 もあ
って、現実の政治と学問 ・理説との限界性 をきび しく見る訓練をもたないままずるずると深
入りするていのものであった。決して生産的なことがらではなか った。この頃から漢末にか
けて顕著になる災異説や郊祀 ・廟制の再三の論議 ・動揺などその例である。また一般の礼制






漢末、王鳳は 「五経は聖人の制するところにして万事畢ね く載せざるな し」(宣 文六王伝)
といい、匡衡は 「六芸の指に審 らかなれば、則ち天人の理、得て和すべ く、草木昆虫得て育





を整理分類する作業を通 じてのことであるが、この事業 をたんなる書 目作りに止めず、過去




向のこうした事業 も当然生まれて こなければならない。この事業は劉向に企図 されその子劉




r尚書洪範』の三書であった。いずれも 「天人相与」の世界を記す ものだからである。 しか









る 「易」の否定にもつなが りかねない。従 って この点を問題なく解決するためには、いまや
新易を創造する以外にないことになる。
揚雄が 「太玄経をr易 』に模 して作る」 というときには、 こうした背景 と用意 とがあった
のである。そして揚雄は自らの課題に、きわめて機械的定命的な 「太玄易」を創造すること
によって答えた。のちに揚雄は 「論語』に似せたr法 言』も作り、世人は 「雄は聖人に非ざ





の要請に答えるためには、六経離れをも辞さぬものでなければな らなか った。 ここで立場が




































また これまで少な しとしないが、それを前漢末にまで視野をひろげて総括的にとらえ、 しか









本論は五章か ら成り、「第一章 統一への序章」は、戦国末の状況を、主としてr管 子』と
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r呂氏春秋』 との時令思想を取りあげることによって、論じたものである。論者は、まず、
時令の歴史の全体的な展開を跡づけると共 に、r管子』幼官篇の成立期をr呂 氏春秋』 に先
だつ近い時代に設定することによって、両者を一括 して考察の対象とする。すなわち、論者
によれば、幼官篇で五行思想 との結びつきが出てきたのは、四季 を四方に配することの他 に
中央の意識が強 くなった ことのあらわれであり、それは統一の中心 を求める時代精神の表明
であると言う。そこで、幼官篇がr管 子』の重要部分であ弓 「経言」の部類の最後に位置 し
ていることに注目して、それがr呂 氏春秋』の十二紀と同様に、戦国の諸思想を時令の立場










化に重点を置いて考察している。すなわち、秦 にっいては、新出土の雲夢秦簡 「編年紀」 と
「南郡守騰文書」「為吏之道」を用いて、思想統制をも伴う皇帝の一元的支配が、忠実な官吏
を媒介 として地方社会に浸透 している様相 を探究 し、そこに法治の実態を貝ると共に、また
始皇帝の巡狩刻石 を吟味することなどを通 じて、皇帝支配の一元的性格を具体的に明 らかに






者として天子(聖 人)の 地位を確立 し、そのことによって、政治の道義性を本来的なものと
して人民との間のコンセンサスを形成 したもので、そこに秦以来の政治思想の一結節点を示












し、また、そのなかの 「中者」 という語について、それが 「富者」に次 ぐ新興の富裕階級で
















に伴 う識緯思想、(3魔 賢への禅譲意向を取 りあげて吟味 し、そこに、困難な政情のなかで儒












よって、個 人の自覚的な参与による人間社会の新 しい秩序を求めていると論 じている。次い
で、「法言』を取 りあげ、異端をしりぞけて 「先王の法」を顕彰する意図で著わされた この書
が、孔子の道を孝道ととらえて、そこに重点を置 くことを述べ、そのことと時代精神とのか
かわりについて論究 している。それは、劉向の場合と同様に、漢代儒教の総括としての意味







るとして、それが漢初の思想状況と符合 していることを論 じる。また後半では、主 として
r漢書』のなかか ら断片的な資料をひろうことによって、一般社会のなかに見られる道家思
想の様相を究め、それが折衷的あるいは部分的利用にとどまって社会的に無力化 してゆ く反
面で、政治と挟別 した世界での再生が拾頭 しつつある事実を指摘 している。
以上 を概括するに、長期にわたって複雑な様相を呈する思想状況を、その社会的なあり方
に重点 をおいて、古代帝国体制の確立 という政治状況との関係のなかで究明 した本論文は、
従来の学界での個別研究 を越えた総括的展望のもとに思想史的展開をとらえた業績として、
高 く評価できるものである。 とりわけ新出資料 としての雲夢秦簡に注目し、r塩鉄論』や 「管














存 した結果のことで、長期の しか も多岐にわたる思想の展開を問題 とするに際 しては、ある
程度やむを得ないものと考えられる。論者の意図した秦漢社会思想史の傭畷的な把握は、個
別間題についての論者の独自の解釈をまじえて、一つの安定 した形で提示 されており、また、
そこに論者の学問的力量をうかがわせるものが充分に示されている。その成果が学界を稗益
するものであることは、 もとより言うまで もない。
よって、本論文の提出者は、文学博士の学位 を受けるのに充分な資格があるものと認めら
れる。
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